




























































本研究は、 Hi\水溶液のレオロジー illj定を行~'....光散乱によるコンホメーション損1)定と合わせ、 HAにつ
いての立体構造と力学物性の関係を解明し、また、 HA-ジェランの混合系のような新しいバイオマテリア
ルの開発を試みたものである。
HA水溶液は、塩(NaCl)または糖(スクロース)の添加により、異なる粘弾性挙動が見られた。この現
象は、カチオンがHA分子のカルボキシjレ基聞の静電気的反発を遮蔽するが、糖が分下聞に新しい水素結合
を作り出すためである。鴇添加系では、分子コイルの広がりが収縮し、岡有粘度、凶転半径と流体力学的
回転半径の減少が確認された。スクロースが低濃度HA水溶液中で分子間相互作用を促進させることにより、
コイルの広がりを減少させ、分子問相互作用を反映するパラメーターを増加させることが分かった。
水素結合の作用を理解するために、非電解質の水素結合切断剤である尿素のHA水溶液の粘弾性に対する
影響を調べた。低濃度溶液に尿素を添加すると、広がっているHA分子の排除体積効果により溶解度が低下
した。南濃度側では、分子問の相亙作凶を促進させると考えられる。塩酸グアニジンおよび尿素のような
水素結合切断剤は、 HA水溶液の粘弾性に影響を与えないことを明らかにした。
低ひずみ速度範囲において、 HA水溶液の伸長粘度は一定の舶になっているが、ひずみ速度が増加するに
つれて、分子間の絡み合いがほどけて、流動化が見られた。塩の添加により、高ひずみ速度制1)では粘欄化
を示した。塩の静電気的遮蔽効巣によりHA分ヂコイルの!よがりが縮小し、 HA分子鎖が伸長流動によって、
ランダムコイル状から伸長した形態への転移をしたと考えられる。スクロースは分子聞の水素結合を促進
し、伸長粘度を増加させる。スクロースの存在下定、 HA分子鎖がより伸びやすくなることを確認した。
有機治媒ジメチルスノレホキシド(DMSO)中において、 IIA分子聞のアミノ基とカルボキシル基の間の水素
結合に水を介した架橋がないため、分子間相互作用が水溶液中におけるより強く、 HA-DMSO溶液は射し、
ゲルのような挙動を示した。
希薄なC0.1-0.5wt%)11A水溶液とジェラン水溶液は、それぞれ単独ではゲル化しないが、 CaZ+の存在下
で、両方の希薄水溶液を混合するとゲル化が見られた。 pHを2.5まで下げると、 HA分子聞の静電気的遮蔽
効果は最も強く、より硬いゲルになる。しかし、 Ca2+の琶を憎加すると、より弱いゲルができる。過剰の
Ca2+が分子間相瓦作用を弱め、ゲル化効果を妨害することを確認した。
HA分子聞の静電気的効果が分子の会合を阻止し、分子鎖の広がりを保っているが、水素結合と疎水性相
互作用がこのような効果を抑制していることを確認した。
???
以ト、述べたように、本研究では、先ず、ヒアルロナンのレオロジー特性に対する塩、糖、塩酸グアニ
ジン、尿素、ジメチルスルホキシド添加の影響を調べた。次に、溶液中でのヒアノレロナンの分子間力、コ
ンホメーションとレオロジー特性との関係を解明し、また、ヒアルロナンとジェランとのj見合系が、それ
ぞれ単独ではケソレ化しない濃度においてゲル化することを見出した。したがって、本研究は学術博士を授
与するに値するものと判定する。
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